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研究成果の概要（和文）：　粒径0.2～0.5 μmの球状ナノフィラーを新規に開発，前回のテーマ（22年度科研費
採択）と同様な種々の実験を試みた結果，前回の成果と同様，被膜厚さを損なわず，粉液比を上げることが可能
となり，その結果機械的強さや歯質接着性が有意に向上した．
　さらに，この試作グラスアイオノマーセメントに，骨・象牙質形成誘導活性を示すサイトカインとして各分野
で臨床応用が期待されている骨形成蛋白質（BMP）配合に着目，その結果1)修復象牙質形成能，2)脱灰象牙質再
石灰化能，3)臼歯咬合面の修復にも期待される優れた機械的強さや歯質接着性向上の効果が示され，当該目的が
ほぼ達成された．

研究成果の概要（英文）：As a result of attempting various experiments similar to the previous theme,
 we have newly developed a spherical nanofiller with a particle size of 0.2 to 0.5 μm, and as same 
as the previous result, As a result, the mechanical strength and tooth adhesiveness were 
significantly improved.
  Furthermore, attention was paid to the bone morphogenetic protein (BMP) formulation that is 
expected to be clinically applied in various fields as a cytokine showing bone / dentin 
formation-inducing activity in this prototype glass ionomer cement, and as a result 1) restored 
dentin forming ability, 2) demineralized dentin remineralization ability, 3) excellent mechanical 
strength and dentin adhesion enhancement effect expected also for repair of the molar occlusal 
surface, and this aim was almost achieved.

研究分野：生体材料学
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１．研究開始当初の背景 
近年，ウ蝕予防技術の進歩や歯質修復材料開
発の進歩に伴い， FDI により Minimal 
Intervention（MI，最小限の侵襲）の概念が
提唱された．この概念に合致した修復材の一
つとしてグラスアイオノマーセメントが挙
げられる．その理由として，１）歯質処理な
しにエナメル質，象牙質および軽度のウ蝕象
牙質に対して良好な接着性を有すること，
２）長期間にわたりフッ素徐放性を発揮する
こと，３）液部がポリマー水溶液のため歯髄
為害性がないこと，４）歯質（特に象牙質）
に最も近似した熱膨張係数を有すること等
が考えられる．しかし，広範囲に臨床応用さ
れているコンポジットレジンと比較すると，
機械的強さ，耐磨耗性，審美性や歯質接着性
で劣ることは周知の事実である．また，フッ
素はそれなりに多く徐放されるのは周知の
事実だが，臨床的には劇的にウ蝕抑制効果が
証明されるまでには至っていないのが現状
である． 
 
２．研究の目的 
試作グラスアイオノマーセメントに，骨・象
牙質形成誘導活性を示すサイトカインとし
て各分野で臨床応用が期待されている骨形
成蛋白質（BMP）配合に着目，ウ蝕治療材料
にその機能を導入することに着目した．具体
的には１）修復象牙質形成能（継続した BMP
の作用），２）脱灰象牙質再石灰化能（継続
したフッ素徐放性），３）臼歯咬合面の修復
にも期待される優れた機械的強さや歯質接
着性，以上総合して在宅診療用に適した多機
能型ウ蝕治療材料を開発することを目的と
した． 
 
３．研究の方法 
将来性に期待したグラスアイオノマーセメ
ントにコンポジットレジンと類似の機械的
強さの付与，フッ素徐放性や歯質接着性を改
良するとともに，受動的な色合いの強い現状
の修復材料に再生医療的活性を付与した能
動的な新たな発想で，象牙質再生能を有する
ことにより在宅診療用にも適する多機能型
ウ蝕治療材料の開発である． 
 
４．研究成果 
表面処理が不必要と思われる粒径 0.2～0.5 
μm の球状ナノアパタイトフィラーを新規に
開発，前回のテーマ（22年度科研費（Ｃ）に
採択）と同様な種々の実験を試みた結果，前
回の成果と同様，被膜厚さを損なわず，粉液
比を上げることが可能となり，その結果機械
的強さや歯質接着性が有意に向上した． 
 さらに，今回はこの試作グラスアイオノマ
ーセメントに，骨・象牙質形成誘導活性を示
すサイトカインとして各分野で臨床応用が
期待されている骨形成蛋白質（BMP）配合に
着目，ウ蝕治療材料にその機能を導入，いろ
いろと試みたが，その結果，BMP の配合量が

多いと象牙質形成誘導には効果が見られた
が，機械的強さや歯質接着性が期待したほど
の効果が発現されず，また BMP の配合量が僅
かだと，機械的強さや歯質接着性が発現され
る半面象牙質形成誘導にはまったく効果が
発現されなかった．ということで，残念だが
この 4年間の成果は概ね期待した成果が得ら
れなかった． 
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